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 平成２６年７月５日（土）、岡田小地区社協第１回報告大会を牛久運動公園体育館サブアリー

ナにて行いました。今にも降り出しそうな曇天のなか、多くの皆さんに参加いただきました。昨年３月２

日の地区社協発足以来、試行錯誤を重ねながら行ってきた活動実績と、それらを受けて決定された

今年度の活動計画が報告されました。本号では、その内容の内、特に活動計画にスポットをあてて

紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

岡田小地区社協会長  鈴木 朗 

 

岡田小地区社協が発足して１年４ヶ月、ようやく報告大会を開くところまでこ

ぎ着けることが出来ました。この間に我々が行った活動は（１）すまいるサポータ

ーの組織化（２）見守り体制づくり勉強会の開催（３）すまいるサポーター全体

会合の開催（４）広報「きずな」１－８号の発行だけですが、その中身は濃く、

非常に成果があったと考えています。 

 最大の成果は、岡田小地区社協の存在価値が見えてきたことです。数年前、 

地区社協設立が提案されたころは、理念としては分かっても、具体的に何をするのか、何が出来る

のか、よく見えないままのスタートでした。 

 しかし、実際にスタートしてみると、独居高齢者の見守りは、住民（行政区）、民生委員、行政が一

体となった体制の確立が、まさに眼前の課題であるという問題意識が、みなさんの間でごく自然に共

有され、すまいるサポーターの全体会合より先に、見守り体制づくり勉強会を先行させるという動きに

結びつきました。 

 岡田小地区社協設立初年度の活動の具体的な成果は、平成 26年度の活動計画として、後でご

説明させていただく７項目を決定することが出来たことです。これはまだ中身が実現したわけではあり

ませんが、岡田小学校校区のみなさんが「とにかく今年度はこれだけのことをしよう」と合意出来ただ

けでも大変なことです。 

 その中でも「見守り台帳に基づく１対１見守り体制の確立」に合意できたことは大きな成果です。住

民や区長が「みなさん見守り体制を作りましょう」といってもなかなか賛同を得られないことが多い。区
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